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観 戦 を 呼 び 掛 け る 青 木 選 手 （ 左 ）と 熊 川 さ ん

　
５ 月

2 0日  （ 火 ）  に 開 か れ

る 「 大 日 本 プ ロ レ ス

3 0周

年 記 念 山 口 大 会 」 を 前に 、 前 Ｂ Ｊ Ｗ 認 定 世 界 スト ロ ン グ ヘ ビ ー 級 王 者 の青 木 優 也 選 手 と 、 山 口 市出 身 の 熊 川 悠 司 リ ン グ アナ ウ ン サ ー が 、 大 会 の プロ モ ー シ ョ ン で サ ン デ ー山 口 を 訪 れ た 。　
青 木 選 手 は 、 昨 年

1 0月

に 神 谷 英 慶 選 手 に 敗 れ るま で 、 Ｂ Ｊ Ｗ 認 定 世 界 スト ロ ン グ ヘ ビ ー 級 王 座 を
1 1回 防 衛 。 ２ ０ ２ ３ 年 ５

月 か ら 約 １ 年 半 に わ た りチ ャ ン ピ オ ン の 座 に 君 臨し 、 同 王 座 の 最 多 防 衛 記録 を 打 ち 立 て た 。 王 座 陥落 後 、  「 今 は ベ ル ト が なく て も で き る こ と に チ ャレ ン ジ し 、 自 分 の 可 能 性を 広 げ た い 」 と 今 年 １ 月中 旬 か ら 約 １ カ 月 間 、 自費 で ド イ ツ に 遠 征 。 日 本と は 異 な る 盛 り 上 が り の

中 で シ ン グ ル ス ７ 試 合 を戦 い 、 多 く の 経 験 と 課 題が 得 ら れ た と い う 。　
熊 川 さ ん は 、

1 4年 の 明

治 大 学 進 学 ま で 山 口 市 で過 ご し 、

1 9年 に リ ン グ ア

ナ ウ ン サ ー と し て 同 団 体に 採 用 。 彼 が プ ロ レ ス を初 め て 生 で 観 戦 し た のが 、

1 3年 ５ 月 に 維 新 百 年

記 念 公 園 で 開 催 さ れ た 、山 口 市 出 身 の プ ロ レ ス ラー ・ 大 谷 晋 二 郞 率 い る 団体 ・ ゼ ロ ワ ン に よ る 、「 い じ め 撲 滅 」 を テ ー マに し た チ ャ リ テ ィ ー プ ロレ ス だ っ た 。 自 身 の 体 験か ら 、 山 口 の 子 ど も た ちに 「 何 度 で も 立 ち 上 が っ

て く る プ ロ レ ス ラ ー の 不屈 の 姿 を 見 て ほ し い 」と 、

2 2年 に 本 大 会 を 企

画 。 以 来 、 毎 年 こ の 時 期で の 開 催 を 続 け て い る 。　
大 会 会 場 は や ま ぐ ち リ

フ レ ッ シ ュ パ ー ク （ 山 口市 大 内 長 野 ） で 、 試 合 開始 は 午 後 ６ 時 半 。 Ｂ Ｊ Ｗ認 定 世 界 ス ト ロ ン グ ヘ ビー 級 王 者 の 神 谷 英 慶 、 同デ ス マ ッ チ ヘ ビ ー 級 王 者の ア キ ラ 、 橋 本 大 地 （ 故橋 本 真 也 の 長 男 ）  、 関 本大 介 、 伊 東 竜 二 、 関 札 皓太 、 星 野 勘 九 郎 、 マ ッ ドマ ン ・ ポ ン ド 、 デ イ ル ・パ ト リ ッ ク ス ら が 出 場 予定 だ 。 デ ビ ュ ー

3 0周 年 を

迎 え た ア ブ ド ー ラ ・ 小 林と 、 今 年 デ ビ ュ ー し た 浅倉 幸 史 郎 と 関 茂 隆 真 も 参戦 。  「 団 体 の 歴 史 も 感 じて ほ し い 」 と 熊 川 さ ん 。　
ま た 、 山 口 市 出 身 の 永

尾 颯 樹 選 手 （ 栃 木 プ ロ レス 所 属 ） は ４ 年 連 続 で 、「 Ｄ Ｒ Ｏ Ｐ

　
Ｋ Ｉ Ｃ Ｋ 」

（ 光 市 ） に 所 属 す る 駿 之
介 選 手 と 翼 レ フ ェ リ ー は初 出 場 す る 。 レ ノ フ ァ 山口 Ｆ Ｃ と も コ ラ ボ し 、 会場 に は 同 チ ー ム マ ス コ ット キ ャ ラ ク タ ー の 「 レ ノ丸 」 も 来 場 。 ス タ ジ ア ムＭ Ｃ の ア イ リ ス さ ん も 特別 リ ン グ ア ナ を 務 め る な

ど 、 山 口 な ら で は の 大 会と な っ て い る 。 平 日 夜 の開 催 だ が 「 日 常 生 活 の 中に 、 プ ロ レ ス 観 戦 と い う非 日 常 を ぜ ひ 組 み 込 んで 」 と ２ 人 は 呼 び 掛 け てい る 。　
前 売 り 券 は 、 最 前 列 ６

０ ０ ０ 円 、 特 別 リ ン グ サイ ド ５ ０ ０ ０ 円 、 自 由 席３ ５ ０ ０ 円 で 、 や ま ぐ ちリ フ レ ッ シ ュ （ ２ 面 へ ）

青 木 選 手 と 熊 川 リ ン グ ア ナ が 山 口 大 会 を Ｐ Ｒ
３ ０ 周  年 を 迎 え た 大 日 本 プ ロ レ ス
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昨 年 末 よ り 、 国 内 の い く つ か の 養 鶏 場 で

鳥 イ ン フ ル エ ン ザ の 発 生 が 報 告 さ れ て い ます 。 不 安 に 思 わ れ る 方 も い ら っ し ゃ る か と思 い ま す が 、 鶏 肉 や 卵 を 食 べ る こ と で 鳥 イン フ ル エ ン ザ に 感 染 す る こ と は な い と 言 われ て い ま す 。

　
鳥 イ ン フ ル エ ン ザ の ウ イ ル ス は 人 に は 影 響 あ り ま

せ ん が 、 人 に 付 着 し て 拡 大 し て い く 可 能 性 が あ り ます 。 そ の た め 、 不 用 意 に 養 鶏 場 に 近 づ く と ウ イ ル スが 付 着 し た り 、 付 着 さ せ た り し て 、 知 ら な い う ち に感 染 を 広 げ て し ま う 恐 れ が あ り ま す 。 特 に 感 染 が 拡大 し て い る 時 期 は 用 事 が な い 限 り は 養 鶏 場 に 近 寄 らな い よ う に し ま し ょ う 。

鳥 イ ン フ ル エ ン ザ　
鳥 イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス に 鶏 が 感 染 す る と 、 そ の 体 内 で 大

量 の ウ イ ル ス が 増 殖 し ま す 。 増 え た ウ イ ル ス は 、 体 液 や 排 泄 物な ど と 共 に 体 外 に 排 出 さ れ 、 同 じ 鶏 舎 の 鶏 た ち に 次 々 と 感 染 し

れ て  い  ま す 。
●
鳥 イ ン  フ  ル  エ  ン  ザ  は 人 や 犬  ・  猫 な ど そ の 他 の 動 物 に  は 感 染 し  に く  い  と 考 え ら出 る  こ と は あ り ま せ  ん 。

●
鶏 肉 は 処 理 場 に  て 検 査 が 行 わ れ て  い  る た め 、  病 気 の 疑  い  の あ る 鶏 肉 が 市 場 にあ り ま せ  ん 。

●
感 染 が 疑 わ れ る 鶏 や 同 じ 農 場 の 鶏 は 殺 処 分 さ れ る た め 、  出 荷 さ れ る  こ と は

●
市 場 に 出 回  っ  て  い  る 鶏 卵 は 洗 浄  ・  消 毒 処 理 が 行 わ れ て  い  ま す 。

●
ウ イ  ル  ス  は 熱 に 弱 く 、  十 分 な 加 熱 調 理 を 行 う こ と で 死 滅 し ま す 。と 考 え ら れ ま す 。

●
ウ イ  ル  ス  は 酸 に も 弱  い  た め 、  万 が  一  食 品 中 に 含 ま れ て  い  て も 胃 酸 で 死 滅 す る

（  一  社 ）  や ま ぐ ち 食 の 安 心  ・  安 全 研 究 セ ン タ ー だ よ り

て い き ま す 。　
で は 、 最 初 の 鶏 は ど の よ う に 感 染 す る の で し ょ う

か 。 自 然 界 に は 人 工 的 に 飼 わ れ て い る 鳥 以 外 に も 多く の 野 鳥 が い ま す 。 中 に は 長 大 な 距 離 を 移 動 す る 渡り 鳥 も い ま す 。 自 然 界 の 中 で 自 由 に 移 動 が で き る 野鳥 が 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ に 感 染 し て 、 鶏 舎 に 近 づ く こと で 、 鶏 舎 内 の 鶏 が 感 染 す る と い う ケ ー ス が 考 え られ ま す 。

養 鶏 場 で 感 染 が 発 生 す る 理 由 と は ？

鶏 肉 や 卵 は 食 べ て 大 丈 夫 ？鳥 イ ン フ ル  エ ン ザ を 拡 大 さ せ な い た め に

サ  ン  デ  ー  美  術  館

3 2 1

明 に 描 い て 人 気を 博 し た

1 8世 紀

イ タ リ ア の 画 家 で 、 ヨ ーロ ッ パ の 風 景 画 を 語 る 上で 欠 か す こ と の で き な い巨 匠 な ん で す よ 」 な ど と慌 て て 付 け 加 え て も 後 の祭 り 。 そ う 簡 単 に 暗 雲 が消 え 去 る 気 配 は な い 。 では 、 も う ひ と 踏 ん 張 り ▼「  〈 映 え る 〉 ヴ ェ ネ ツ ィ アを 描 き 出 し た カ ナ レ ット 。 彼 が い た か ら こ そ 、
１ ５ ０ 年 後 の モ ネ を は じ め数 多 く の 画 家 が こ の 華 麗 なる 水 上 都 市 に 惹 か れ 、 そ れぞ れ の ヴ ェ ネ ツ ィ ア を 描 いて き た の で す 」 ▼ と い う わけ で 今 月 は ま ず 、

6 7歳 の モ

ネ が 思 わ ず 魅 了 さ れ て し まっ た ヴ ェ ネ ツ ィ ア を ご 紹 介し ま し ょ う 。※ 「 カ ナ レ ッ ト と ヴ ェ ネ ツィ ア の 輝 き 」 展 （ ４ 月

2 4日

〜 ） 展 示 作 品 よ り

　 「 こ の 春 は 久 し ぶ り に ヨー ロ ッ パ 絵 画 の 展 覧 会 を 開催 す る ん で す よ ！ 」 ▼ 「 へー 、 そ れ は 楽 し み だ な ！

　

ど ん な 展 覧 会 な の ？ 」 ▼「 カ ナ レ ッ ト と ヴ ェ ネ ツ ィア の 輝 き ・ ・ ・ 」 ▼ 「 んっ ？ 」 ▼ 和 や か だ っ た 筈 の会 話 に 、 突 如 、 暗 雲 が 立 ち込 め る 。  「 カ ナ レ ッ ト 」 とい う 謎 の 一 言 を 不 用 意 に 発し た ば か り に ▼ 「 ヴ ェ ネ ツィ ア の 陽 光 煌 め く 景 観 を 克 モ ネ が 見 たヴ  ェ  ネ ツ  ィ  ア

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。

《 パ  ラ  ッ  ツ  ォ  ・  ダ  ー  リ オ 、  ヴ  ェ  ネ ツ  ィ  ア 》

　
１  ９  ０

８ 年

　
ク  ロ  ー  ド  ・  モ ネ

　
ウ  ェ  ー  ル  ズ  国 立 美 術

館

県 立 美 術 館

　 　

河 野

　
通 孝

（ １ 面 か ら ） パ ー ク 、 おお す み 観 光 （ 山 口 市 朝田 ）  、 コ ン ビ ニ 端 末 な どで 購 入 で き る 。 当 日 券 は各 ５ ０ ０ 円 高 。 そ し て「 子 ど も た ち に 魅 力 を 伝え た い 」 と 、 小 学 生 以 下は 無 料 、 中 高 生 は １ ５ ００ 円 で 入 場 可 能 に （ 学 生証 等 の 提 示 が 必 要 ）  。 問い 合 わ せ は 、 大 日 本 プ ロレ ス （

☎
０ ４ ５

－

５ ０ ７

－ １ ７ ５ １ ） へ 。
　
大 日 本 プ ロ レ ス は 、 １

９ ９ ４ 年 に グ レ ー ト 小 鹿ら が 設 立 。 蛍 光 灯 や 有 刺鉄 線 な ど さ ま ざ ま な 道 具

を 使 っ て も 良 い 「 デ ス マッ チ 」 で 人 気 を 集 め 、 今は 肉 体 同 士 の ぶ つ か り 合い で 魅 せ る 「 ス ト ロ ング 」 路 線 も 定 着 。 そ れ ぞれ に 王 座 を 設 け 、 リ ー グ

希 望 者 は 「 身 近 で あ っ た 楽 し い 出 来 事 ・  
話 題 」 （ 匿 名 で の 紙 面 紹 介 あ り ） 、 氏 名 、  
年 代 、 郵 便 番 号 、 住 所 、 電 話 番 号 、 メ ー ル
ア ド レ ス を 明 記 し 、 は が き （ 宛 先 は 〒 7 5 3-
0 0 6 4 　 山 口 市 神 田 町 8- 1 ） ま た は 応 募 フ ォ
ー ム で サ ン デ ー 山 口 「 大 日 本 プ ロ レ ス 」 係
へ 。 ４ 月 3 0 日 （ 水 ） 必 着 。 当 選 発 表 は 、 商 品
の 発 送 を も っ て 代 え さ せ て い た だ き ま す 。

特 別 リ ン グ サ イ ド 席 ペ ア ５ 組

応  募  フ ォ ー  ム

戦 な ど も開 催 し てい る 。山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 催 場 ︼

1 8日  （ 金 ）  ~

2 0日

（ 日 ）  :

春 の 大 宝 飾 展

︻ 美

術 ギ ャ ラ リ ー ︼ ~

2 1日

（ 月 ）  :

命 の 根 源 を 謳 う

　

深 沢 幸 雄 作 品 展 お 知 ら せー 伝 言 板 」 の 掲 載 は あ りま せ ん で し た 。 次 回 は 、４ 月

2 3日  （ 水 ）  付 に 掲 載 し

ま す 。

本 号 へ の「 サ ン デ

読  者  プ  レ  ゼ  ン ト


